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安
心
・
安
寧
を
祈
り
ま
す

世
界
が
驚
愕
し
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
５
年
目
の
年
が
明
け
ま
し

た
。「
一
日
も
速
い
復
興
・
復
旧
を

目
指
す
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
復
興

資
金
・
復
興
特
別
税
な
ど
の
施
策
を

打
ち
出
し
、
国
を
挙
げ
て
漕
ぎ
出
し

ま
し
た
。
時
の
経
過
と
共
に
日
常
を

取
り
戻
し
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、

今
な
お
多
く
の
方
々
が
復
興
の
長
い

道
の
り
に
、
覚
悟
新
た
に
頑
張
り
続

け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
未
だ
倒

壊
し
た
ま
ま
の
ビ
ル
や
瓦
礫
か
ら
、

災
害
に
散
ら
さ
れ
た
人
た
ち
の
無
念

が
伝
わ
っ
て
く
る
思
い
が
い
た
し
ま

す
。
被
災
者
の
方
々
の
安
心
と
完
全

な
復
興
に
よ
る
安
寧
を
心
か
ら
祈
っ

て
止
み
ま
せ
ん
。

特
に
福
島
原
発
に
お
け
る
被
害

の
余
殃
は
長
く
、
５
年
を
経
過
し
た

今
も
避
難
者
お
よ
そ
10
万
人
を
数
え

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
福
島

で
今
夏
、
す
で
に
ご
案
内
の
よ
う
に

７
月
30
日(

土)

・
31
日(

日)

の
両

日
、
ホ
テ
ル
ハ
マ
ツ(

郡
山
市)

を

会
場
に
、「
第
34
回
全
国
仏
教
保
育

福
島
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大

会
テ
ー
マ
は
「
合
掌
の
姿
に
花
は
咲

く
〜
被
災
地(

ふ
く
し
ま)

で
学
ぶ

生
命
尊
重
の
保
育
〜
」
で
す
。
私
た

ち
は
被
災
地
に
お
け
る
多
く
の
体
験

か
ら
、「
向
き
合
う
・
寄
り
添
う
・

支
え
合
う
」
大
切
さ
を
改
め
て
知
り

ま
し
た
。
福
島
は
、
被
害
の
現
実
を

直
視
し
生
命
尊
重
の
教
え
を
学
ぶ
正

に
格
好
の
地
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
大
勢
の
先
生
方
の
参
加
を
心

よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
、「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し

　

福
島
で
被
害
の
現
実
を

　
　
　
　
　

体
験
し
ま
し
ょ
う

                  

　　　　                        
Jan.

ま
し
た
。
内
閣
府
に
「
子
ど
も
・
子

育
て
本
部
」
を
発
足
し
、「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
も
呼
応
し
て
新
た
な

陣
容
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
消
費

税
10
％
引
き
上
げ
の
見
送
り
が
決

定
。
そ
の
た
め
財
源
の
確
保
が
危
ぶ

ま
れ
社
会
保
障
の
中
で
５
１
０
０
億

円
を
確
保
し
、７
０
０
０
億
円
で「
質

の
改
善
」
に
つ
い
て
は
、
実
施
で
き

る
内
容
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通

り
で
す
。
懸
案
の「
認
定
こ
ど
も
園
」

の
公
定
価
格
に
つ
い
て
も
５
年
の
経

過
措
置
で
「
幼
保
連
携
型
」
認
定
に

お
け
る
施
設
長
二
人
を
認
め
る
な
ど

が
、
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
紆
余
曲
折
の

末
に
生
み
出
さ
れ
た
施
策
で
は
あ
り

ま
し
た
。
各
地
で
の
混
乱
は
ま
だ
引

き
起
こ
し
て
は
い
る
よ
う
で
す
が
、

幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

の
給
付
の
一
本
化
を
通
し
て
地
域
に

お
け
る
望
ま
し
い
子
育
て
支
援
の
在

り
方
が
模
索
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

い
つ
の
世
も
、
制
度
と
い
う
も
の

は
変
革
・
変
遷
を
し
な
が
ら
進
ん
で

い
き
ま
す
。
私
た
ち
に
は
『
法
灯
』

が
あ
り
ま
す
。
法
灯
で
足
元
を
照
ら

し
、
誤
り
の
な
い
道
を
し
っ
か
り
と

歩
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。 

  

「
体
験
」
か
ら
学
び
ま
し
ょ
う

　

「
一
字
不
説
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
仏
法
の
真
理
は
奥
深
く
、

自
ら
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み

悟
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で

す
。
お
釈
迦
様
で
も
悟
り
の
境
地
を

言
葉
で
説
き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な

い
と
言
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
い
ま
飲
ん
で
い
る
こ
の

「
水
」
の
味
を
説
明
で
き
ま
す
か
？

「
無
味
・
無
臭
」
で
は
説
明
に
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
飲
め
ば
分
か
り

ま
す
。
つ
ま
り
、「
体
験
」
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
仏
教
は
教
え
て
い
ま

す
。
良
い
体
験
、
楽
し
い
体
験
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
辛
い
体
験
、

苦
し
い
体
験･･･

、
ど
の
よ
う
な
体

験
で
も
、
人
は
体
験
す
る
こ
と
で
大

き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
福
島
で
た

く
さ
ん
の
体
験
を
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
も
新
し
い
体
験
を
た
く
さ
ん
重

ね
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
生
方

の
素
晴
ら
し
い
体
験
を
ご
祈
念
す
る

と
共
に
、
益
々
の
ご
繁
栄
を
願
っ
て

初
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

掌

　

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」

　

は  

何
処
？

    

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　

公
益
社
団
法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会　

理
事
長　

緑
谷
一
雄
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い
よ
い
よ
本
年
７
月
30
日(

土)

・

31(

日)

に
第
34
回
全
国
仏
教
保
育

福
島
大
会
が
郡
山
市(

ホ
テ
ル
ハ
マ

ツ)

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
か

ら
大
勢
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
認
定

こ
ど
も
園
等
の
先
生
方
に
是
非
福

島
に
お
越
し
頂
き
「
福
島
の
大
会

良
か
っ
た
！ 
素
晴
ら
し
か
っ
た
！
」

と
言
っ
て
頂
け
る
大
会
に
し
た
い
と

の
思
い
を
胸
に
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
吉
岡
棟
憲
大
会
実
行
委
員
長

(

福
島
ル
ン
ビ
ニ
ー
幼
稚
園)

陣
頭

指
揮
の
下
、
福
島
県
内
の
日
仏
保
加

盟
園
の
先
生
方
が
力
を
合
わ
せ
、
福

島
大
会
実
行
委
員
会
を
立
上
げ
幾
度

と
な
く
会
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
間
、日
本
仏
教
保
育
協
会
、

緑
谷
一
雄
理
事
長
を
は
じ
め
関
係
各

位
、
事
務
局
の
方
々
に
は
何
度
も
福

島
を
訪
れ
て
頂
き
、
適
切
な
助
言
や

励
ま
し
を
受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

福
島
県
仏
教
保
育
協
会
は
発
足
し

て
間
も
な
く
、
会
員
数
も
十
分
で
は

な
い
た
め
、
今
大
会
は
隣
県
の
栃
木

県
、
宮
城
県
の
各
仏
教
保
育
協
会
の

加
盟
園
の
先
生
方
の
全
面
的
な
協
力

を
頂
き
分
科
会
な
ど
の
運
営
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
合
掌
の
姿
に

花
は
咲
く
」
〜
被
災
地
（
ふ
く
し
ま
）

で
学
ぶ
生
命
尊
重
の
保
育
〜
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら

間
も
な
く
５
年
を
迎
え
ま
す
。
岩
手

県
、
宮
城
県
、
福
島
県
と
３
県
が
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
特
に
福
島
県
は

巨
大
地
震
に
伴
う
津
波
、
そ
し
て
原

発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
が
拡
散

し
、
目
に
見
え
な
い
放
射
能
と
の
戦

い
が
始
ま
り
、
現
在
な
お
10
万
を
超

え
る
人
々
が
全
国
各
地
に
避
難
生
活

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
福
島
も

除
染
が
進
み
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
元
の
落
ち
着
い
た
生
活
が
始
ま

り
ま
し
た
。
震
災
当
初
は
暗
く
笑
顔

が
消
え
た
子
ど
も
た
ち
に
も
今
で
は

笑
顔
が
戻
り
、
福
島
を
明
る
く
照
ら

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。　
　

今
大
会
初
日
の
講
演
は
、
全
国

の
皆
さ
ん
に
福
島
の
現
状
を
お
伝
え

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、「
被
災
地

の
復
興
状
況
と
課
題　

福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
か
ら
30
㎞
圏
内
の
真
実　

―
私
は
何
を
守
れ
た
の
か
―
」
と
題

し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
『
な

ご
み
の
郷
』
元
職
員
で
あ
る
大
井

千
加
子
さ
ん
の
講
演
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

大
井
さ
ん
の
勤
務
し
て
い
た
南
相

馬
市
に
あ
る
老
人
福
祉
施
設
が
津
波

に
遭
い
、
施
設
は
全
壊
、
入
所
者
も

多
数
津
波
で
流
さ
れ
、
帰
ら
ぬ
人
と

な
り
ま
し
た
。
大
井
さ
ん
自
身
も
津

波
で
流
さ
れ
な
が
ら
も
奇
跡
的
に
助

か
り
、
入
所
者
を
懸
命
に
救
出
し
ま

し
た
。
津
波
と
同
時
に
原
発
事
故
が

重
な
る
絶
望
の
中
、
大
井
さ
ん
は
入

所
者
と
共
に
各
地
を
転
々
と
し
、
特

養
『
な
ご
み
の
郷
』
に
迎
え
入
れ
ら

れ
、
生
き
る
希
望
へ
と
つ
な
が
り
ま

し
た
。
家
族
、
職
場
の
仲
間
、
友
人

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
現
在
は
訪
問

介
護
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
大
井

さ
ん
は
津
波
で
流
さ
れ
た
入
所
者
の

お
一
人
お
一
人
の
ご
冥
福
を
祈
り
な

が
ら
、各
地
で
震
災
当
時
の
悲
し
み
、

苦
し
み
を
講
演
さ
れ
、
聴
衆
者
の
涙

を
誘
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
も
全
国
各
地

で
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

災
害
に
遭
遇
し
た
時
に
ど
の
よ
う
に

自
分
自
身
を
守
り
、
人
の
命
を
守
っ

た
ら
い
い
の
か
を
、
福
島
で
学
ん
で

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
大
井
さ
ん
の

講
演
の
他
に
も
機
関
紙
「
仏
教
保
育

12
月
号
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
お

第
34
回 

全
国
仏
教
保
育
福
島
大
会 

事
務
局
長　

大 

塚  

孝 

明
（
梁
川
保
育
園
・
伊
達
市
）

  

第
34
回 

全
国
仏
教
保
育
福
島
大
会
（
平
成
28
年
７
月
30
日
・
31
日
）

　
　
　
　

大 

会　
　
　

  

　

　

テ
ー
マ            

〜
被
災
地
（
ふ
く
し
ま
）
で
学
ぶ
生
命
尊
重
の
保
育
〜

  

■
主 

催
：
公
益
社
団
法
人 

日
本
仏
教
保
育
協
会  

■
実 

施
：
第
34
回
全
国
仏
教
保
育
福
島
大
会
実
行
委
員
会

      

 　福島県仏教保育協会設立
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第
34
回
全
国
仏
教
保
育
福
島
大
会
の

応
募
要
領

期　

日　

平
成
28
年
７
月
31
日
（
日
）

対　

象　

　

第
５
分
科
会
【
食  

育
】

　
　

テ
ー
マ　

子
ど
も
の
食
か
ら
学
ぶ
「
い
の
ち
」
を
い
か
す
保
育

　
　

講　

師　

佐
藤
達
全 

先
生
（
育
英
短
期
大
学
教
授
）

　

第
６
分
科
会
【
特
別
支
援
】

　
　

テ
ー
マ　

障
が
い
児
に
対
す
る
指
導
と
支
援

　
　

講　

師　

阿
部
芳
久 

先
生
（
東
北
福
祉
大
学
教
授
）

募
集
園
数 

各
分
科
会 

２
園

　

※
発
表
方
法
は
お
任
せ
致
し
ま
す
。（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
使
用
可
）

　

※
発
表
原
稿
は
Ａ
サ
イ
ズ
１
枚
。
時
間
は
15
分
程
度
。

　

※
そ
の
他
、
詳
細
は
応
募
園
に
対
し
本
部
事
務
局
よ
り
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

　

※
お
問
い
合
わ
せ
は
本
部
事
務
局
へ

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
３
（
３
４
３
１
）
７
４
７
５

応
募
先

　

公
益
社
団
法
人 

日
本
仏
教
保
育
協
会
事
務
局

　

（
園
名
・
代
表
者
名
・
所
在
地
・
電
話
番
号
・
希
望
分
科
会
を
記
入
し
た

　

用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
）

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
３
（
３
４
３
１
）
１
５
１
９

り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
分
科
会
で
素
晴
ら
し
い
先
生

方
の
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
特
別
企
画

と
し
て
実
施
し
ま
す
『
原
発
事
故
被
災
地
（
全
村
避

難
の
飯
館
村
）、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
バ
ス
ツ
ア
ー
』

も
あ
り
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
福
島
県
は
観
光
県
で
も
あ
り
福
島
の
魅

力
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
福
島
県
は
温
泉
王
国
、

秘
湯
日
本
一
に
輝
い
た
温
泉
も
あ
り
ま
す
。
金
賞
受

賞
の
お
い
し
い
地
酒
に
、
お
い
し
い
郷
土
料
理
、
ワ

ン
ラ
ン
ク
上
の
高
級
フ
ル
ー
ツ
。
映
画
「
フ
ラ
ガ
ー

ル
」
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ

イ
ア
ン
ズ
も
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
会

津
藩
ゆ
か
り
の
白
虎
隊
、会
津
若
松
の
名
城「
鶴
ヶ

城
」、
福
島
が
生
ん
だ
偉
大
な
野
口
英
世
の
記
念

館
、
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
等
、
見
ど
こ
ろ
食
べ
ど
こ

ろ
飲
み
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。
大
勢
の
先
生
方
の
ご

来
県
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
向
き
合
う
、
寄
り
添
う
、
支
え
あ
う
」
を
合
言

葉
に
、
福
島
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

意
見
発
表
研
究
園
募
集
!!
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第
19
回  
持
田
賞

１
．
趣　

旨　

　

当
協
会
の
理
論
的
指
導
者
・
故
持
田
栄
一
東
大
教
授
の
業
績
を
偲
び
、
仏
教
保

育
の
理
論
及
び
実
践
に
関
す
る
優
れ
た
研
究
を
顕
彰
し
、
も
っ
て
仏
教
保
育
の
振

興
充
実
に
資
す
る
。

２
．
対　

象

　

当
協
会
加
盟
の
幼
稚
園
・
保
育
所
の
教
職
員
ま
た
は
仏
教
保
育
研
究
者
。
共
同

研
究
・
個
人
研
究
。

３
．
内
容

① 

将
来
を
展
望
し
た
幼
児
教
育
に
関
す
る
研
究

② 

生
命
尊
重
の
保
育
に
関
す
る
研
究

③ 

保
育
制
度
対
策
に
関
す
る
提
言

④ 

そ
の
他

４
．
応
募
要
領

① 

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
10
枚
か
15
枚
程
度
。
原
稿
に
団
体
名
（
ま
た
は
施
設

　

名
）
所
在
地
、
電
話
番
号
、
代
表
者
（
ま
た
は
個
人
）
氏
名
を
記
入
し
た
応
募

　

票
を
添
付
す
る
。

② 

締
切
り　

平
成
28
年
５
月
末
日

  

第
14
回  

古
屋
賞

１
．
趣　

旨　

　

元
理
事
長
・
古
屋
道
雄
先
生
の
、
戦
後
に
お
け
る
日
仏
保
再

発
足
と
そ
の
整
備
拡
充
に
尽
く
さ
れ
た
業
績
を
偲
び
、
各
地
域

支
部
並
び
に
団
体
、
個
人
の
幼
児
保
育
に
関
す
る
実
践
的
な
研

究
活
動
及
び
運
営
に
つ
い
て
功
績
が
認
め
ら
れ
る
者
を
顕
彰
し
、

も
っ
て
わ
が
国
に
お
け
る
仏
教
保
育
の
振
興
、
支
部
活
動
の
活

性
化
を
図
る
。

２
．
対　

象

　

当
協
会
加
盟
の
支
部
ま
た
は
会
員
及
び
仏
教
保
育
を
研
究
推
進

す
る
団
体
。

３
．
応
募
要
領

① 

推
進
活
動
を
記
録
集
文
し
た
原
稿
、
実
績
資
料
を
提
出
。

     

資
料
に
団
体
名
（
代
表
名
ま
た
は
個
人
名
）
所
在
地
、
電
話
番

     

号
を
添
付
す
る
。

② 

締
切
り　

平
成
28
年
５
月
末
日

送
り
先

公益社団法人日本仏教保育協会

〒 105 － 0011 東京都港区芝公園４－７－４明照会館

　　　　　　　　ＴＥＬ　０３－３４３１－７４７５

　　　　　　　　ＦＡＸ　０３－３４３１－１５１９

募
集

    

◆
関
西
地
区
連
絡
協
議
会
◆

日　

時　

平
成
28
年
２
月
４
日
（
木
）

会　

場　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都　

３
階
「
今
昔
の
間
」

報
告
会　

15
：
30
〜
16
：
30

　
　
　
　

平
成
27
年
度
補
正
予
算　

平
成
28
年
度
事
業
計
画

　
　
　
　

平
成
28
年
度
収
支
予
算

懇
親
会　

17
：
00
〜
19
：
00

  

◆
養
成
機
関
連
絡
協
議
会
◆

　
　

 

日　

時　

平
成
28
年
２
月
22
日
（
月
）

　
　

会　

場　

芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル　

別
館
２
階
「
ア
イ
リ
ス
・
ア
ゼ
リ
ア
」

　
　

協
議
会　

16
：
00
〜
17
：
30

　
　

テ
ー
マ　

「
仏
教
保
育
を
い
か
に
現
代
に
生
か
す
か
」

　
　
　
　
　
　

   

〜
養
成
・
就
職
・
現
場
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
〜

　
　

懇
親
会　

18
：
00
〜
20
：
00
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グ
ラ
ブ
組
か
ら
22
名
と
ジ
ュ
ー

ヒ
ー
組
か
ら
22
名
、
合
わ
せ
て
44
名

が
世
界
遺
産
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
11
時
に
会

場
に
集
合
。
子
ど
も
た
ち
も
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
演
し
、「
ふ
る
さ
と
」

を
歌
い
ま
し
た
。
と
て
も
好
評
で
、

コ
ン
サ
ー
ト
は
16
時
15
分
に
終
わ
り

ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、「
縄

跳
び
、
け
ん
玉
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」

な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
に
ち
に
と
っ
て
、
楽
し
い
思
い

出
が
ま
た
一
つ
増
え
ま
し
た
。

■
あ
る
朝
の
お
勉
強
か
ら

〈
年
少
ク
ラ
ス
〉

数
字
の
表
を
見
な
が
ら
、
ヒ
ン

デ
ィ
ー
語
と
英
語
で
１
か
ら
50
ま
で

を
数
え
ま
し
た
。
数
字
の
カ
ー
ド
０

か
ら
10
を
正
し
い
順
番
に
並
べ
、
逆

順
か
ら
も
正
し
く
並
べ
て
声
に
出
し

て
読
み
ま
す
。
チ
ッ
プ
を
１
か
ら
10

を
数
え
な
が
ら
並
べ
て
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
一
覧
表
（
Ａ
to
Ｚ
）
を
読

み
ま
し
た
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
Ａ
か

ら
Ｚ
を
正
し
く
順
番
に
並
べ
、
逆
順

か
ら
も
正
し
く
並
べ
て
読
む
な
ど
し

ま
し
た
。

〈
年
中
ク
ラ
ス
〉

　

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
の
Ａ

か
ら
Ｚ
、
小
文
字
の
ａ
か
ら
ｚ
を
正

し
く
読
ん
で
書
く
お
勉
強
で
す
。
英

語
で
ク
ラ
ス
名
、
学
校
名
、
自
分
の

名
前
や
ご
両
親
の
名
前
を
正
し
く
書

い
て
読
み
ま
す
。
英
語
で
曜
日
や

12
ヵ
月
の
月
数
を
正
し
く
読
み
書
き

を
し
ま
し
た
。
英
語
の
「In

dica

」

を
読
み
，
そ
の
後
、
テ
ス
ト
を
し
ま

し
た
。

〈
年
長
ク
ラ
ス
〉

　

デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字
の
読

み
書
き
。
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
自
分
の

名
前
や
ご
両
親
の
名
前
、村
の
名
前
、

ブ
ダ
ガ
ヤ
、バ
ー
ラ
ン
ド
（
イ
ン
ド
）

な
ど
、正
し
く
書
く
練
習
。果
物
、花
、

野
菜
、
動
物
、
鳥
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
名
前
五
つ
を
、
正
し
く
読
み
書
き

を
す
る
。
12
ヵ
月
の
月
数
（
英
語
読

み
）
を
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字

で
書
く
。
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
曜
日
を

正
し
く
読
み
書
き
す
る
練
習
。
体
の

部
位
「
鼻
、
唇
、
歯
、
目
、
耳
、
頭
、
手
、

口
、顔
、足
」
と
、色
の
名
前
「
赤
、青
、

緑
、
白
、
黒
」
を
正
し
く
読
み
書
き

す
る
。
絵
本
『
金
色
の
シ
カ
』
を
読

む
練
習
。
そ
の
後
、
テ
ス
ト
を
し
ま

し
た
。

＊
『
金
色
の
シ
カ
』
の
テ
ス
ト
で
は
、

ベ
ラ
組
・
34
名
中
25
名
が
（
Ａ
＋
）。

ジ
ュ
ー
ヒ
ー
組
・
32
名
中
22
名
が（
Ａ

＋
）
の
成
績
で
し
た
。
ど
の
子
も
、

指
で
文
字
を
な
ぞ
り
な
が
ら
慎
重
に

読
ん
で
い
ま
し
た
。
所
要
時
間
は
ベ

ラ
組
＝
２
時
間
38
分
、
ジ
ュ
ー
ヒ
ー

組
＝
２
時
間
31
分
で
し
た
。

 

●

数
字
の
１
か
ら
１
０
０
、
１
０
０

か
ら
１
を
正
し
く
読
ん
で
書
く
。
数

字
の
１
０
１
か
ら
２
０
０
、
２
０
０

か
ら
１
０
１
を
正
し
く
読
ん
で
書

く
。
イ
ン
ド
数
字
１
か
ら
20
ま
で
の

読
み
書
き
。

●

数
字
１
か
ら
１
０
０
ま
で
の
数
の

前
後
と
間
の
認
識
と
数
の
大
小
の
比

較
。
４
桁
ま
で
の
足
し
算
と
引
き
算

の
復
習
。１
桁
の
掛
け
算
と
割
り
算
。

●

英

語

でO
n
e

か

らFifty

の

読

み
書
き
の
練
習
。Fifty 

か
らO

n
e 

H
u
n
dred

を
読
ん
で
書
い
て
覚
え
る
。

●

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
１
か
ら
50
ま

で
、
読
ん
で
書
く
。
51
か
ら
１
０
０

ま
で
正
し
く
読
ん
で
書
い
て
覚
え

る
。
ロ
ー
マ
数
字
１
か
ら
30
ま
で
の

読
み
書
き
。
ロ
ー
マ
数
字
の
31
か
ら

50
ま
で
読
ん
で
書
い
て
覚
え
る
、
な

ど
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

＊
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
か
な
り
グ
レ
ー

平
成
27
年
度

「
菩
提
樹
学
園
・
現
地
か
ら
の
報
告
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
号
（
12
月
号
／
№
６
２
０
）
に
続
い
て
、
イ
ン
ド
菩
提
樹
学
園
で
学
び
・
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
報
告

し
ま
す
。（
２
０
１
５
年　

事
務
報
告
よ
り
抜
粋
）

2015 年１月 20 日、世界遺産コンサートに参加

　2015 年３月 24 日、卒園式が行われました

　　　　卒園記念撮影　　

■
世
界
遺
産
コ
ン
サ
ー
ト
に

　

参
加 

（
１
月
20
日
）

 

■
ガ
ニ
ー
ト
（
計
算
の
授
業
／

　

年
長
ク
ラ
ス
）
に
つ
い
て

Part 2
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て
、
時
間
通
り
に
登
園
し
て
き
ま
し

た
。
保
護
者
、
ト
ゥ
ル
ク
先
生
が
参

加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
夏

休
み
の
宿
題
を
渡
し
、
こ
の
宿
題
を

「
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
」
す
る
か
を

説
明
し
ま
し
た
。
年
少
ク
ラ
ス
は
朝

に
す
る
。年
中
ク
ラ
ス
は
１
日
２
回
、

年
長
ク
ラ
ス
は
１
日
３
回
と
時
間
を

決
め
て
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
兄
弟
姉
妹
や
両
親
に
手
伝
っ

て
も
ら
っ
て
は
い
け
な
い
。「
自
分

の
力
で
す
る
」
こ
と
。
保
護
者
に
も

「
子
ど
も
た
ち
に
必
ず
宿
題
を
さ
せ

る
こ
と
」「
始
業
式
に
は
遅
刻
し
な

い
で
登
園
さ
せ
る
こ
と
」
を
告
げ
ま

し
た
。
担
任
の
先
生
か
ら
も
休
み
中

の
注
意
事
項
や
約
束
事
な
ど
話
し
ま

し
た
。
子
ど
も
も
保
護
者
も
よ
く
話

を
聞
い
て
く
れ
て
、
と
て
も
良
い
雰

囲
気
で
終
業
式
を
終
え
ま
し
た
。

　

菩
提
樹
学
園
の
夏
休
み
の
期
間
を

１
週
間
遅
ら
せ
ま
し
た
。
当
初
は
５

月
16
日
か
ら
６
月
16
日
ま
で
を
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
勉

強
に
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
と
、
宿
題

の
準
備
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
の
延

期
で
す
。
そ
の
１
週
間
の
間
に
、
子

ど
も
た
ち
は
し
っ
か
り
と
勉
強
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
宿
題
の
準
備
も

整
い
ま
し
た
。
安
心
し
て
夏
休
み
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ド
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
は
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

 
■
第
37
回
卒
園
式
（
３
月
24
日
）

　

ベ
ラ
組
35
名
と
ジ
ュ
ー
ヒ
ー
組
34

名
の
合
計
69
名
が
卒
園
し
ま
し
た
。

ト
ゥ
ル
ク
先
生
、
広
瀬
先
生
と
、
年

長
ク
ラ
ス
の
保
護
者
が
参
加
し
ま
し

た
。
卒
園
児
に
は
、
卒
業
証
書
と
記

念
品
と
し
て
「
ス
ク
ー
ル
バ
ッ
グ
、

消
し
ゴ
ム
」
な
ど
の
文
房
具
や
、
一

年
間
描
い
た
絵
画
の
作
品
集
を
渡
し

ま
し
た
。
式
後
、
園
舎
の
前
で
記
念

写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
子
ど
も
と
お

母
さ
ん
は
悲
し
い
と
泣
い
て
い
ま

し
た
。

◆
「
３
月
の
ま
と
め
」
か
ら

●

暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
い
、
と
て

も
過
ご
し
や
す
い
気
候
で
し
た
。
３

月
は
、
結
婚
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
気
候

は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
の
何
人
か
が
病
気
に
な
り
ま
し

た
。
傷
（
皮
膚
病
）、咳
（
風
邪
）、熱
、

頭
痛
、
腹
痛
、
嘔
吐
、
下
痢
、
中
耳

炎
、
等
々
で
す
。

●

卒
園
式
の
翌
日
（
３
月
25
日
）
に

年
長
の
子
ど
も
10
名
が
両
親
と
一
緒

に
、
Ｓ
．
Ｔ
．
Ｍ
．
Ｇ
．En

glish
  

M
ediu
m
  Sch

ool

の
入
学
試
験
を

受
け
に
行
き
ま
し
た
。
全
員
が
「
ク

ラ
ス
１
」
に
入
学
で
き
ま
し
た
。

●

Ｓ
．
Ｔ
．
Ｍ
．
Ｇ
は
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
し
っ
か
り
し
た
学
校
で
す
が
、

入
学
金
や
授
業
料
が
高
く
て
菩
提
樹

学
園
か
ら
入
学
で
き
る
家
庭
は
殆
ど

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
卒
園
式
の
少

し
前
に
Ｓ
．
Ｔ
．
Ｍ
．
Ｇ
の
役
員
と

接
す
る
機
会
が
あ
り
、
菩
提
樹
学
園

の
貧
し
い
家
庭
環
境
な
ど
の
状
況
を

話
し
た
と
こ
ろ
、
入
学
金
の
免
除
と

授
業
料
半
額
と
い
う
有
り
難
い
話
を

頂
き
、
10
名
の
子
ど
も
全
員
が
無
事

に
入
学
で
き
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

●

25
日
か
ら
31
日
ま
で
の
年
度
末
の

休
暇
中
、
先
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の

ク
ラ
ス
の
ま
と
め
や
新
年
度
の
準
備

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
し
し
て
、
新
年

度
の
教
材
の
準
備
リ
ス
ト
の
作
成
な

ど
し
ま
し
た
。
新
年
度
に
向
け
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

よ
り
も
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
作
成
し
ま

し
た
。

●

３
月
14
日
に
、
ト
タ
組
か
ら
選
ん

だ
72
名
の
子
ど
も
の
テ
ス
ト
を
し
ま

し
た
。
今
回
選
ん
だ
子
ど
も
た
ち
の

中
に
は
、
ま
だ
集
団
生
活
に
順
応
で

き
な
い
子
ど
も
や
勉
強
の
弱
い
子
も

い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
子
ど
も
の
保

護
者
に
は
１
ヵ
月
間
様
子
を
見
て
も

子
ど
も
の
状
態
が
変
わ
ら
な
け
れ

ば
、
ト
タ
組
に
戻
す
こ
と
に
す
る
旨

を
伝
え
ま
し
た
。
新
年
度
は
78
名

の
子
ど
も
を
迎
え
て
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。

■
１
学
期
終
業
式
（
５
月
22
日
）

　

子
ど
も
た
ち
は
身
支
度
を
整
え

◆
「
５
月
の
ま
と
め
」
か
ら

●

過
ご
し
や
す
い
天
候
に
変
わ
り
は

な
い
で
す
が
、
少
し
ず
つ
暑
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
結
婚

シ
ー
ズ
ン
が
続
い
て
い
る
の
で
、
休

む
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

●

ま
た
何
人
か
が
病
気
に
な
り
ま
し

た
。
傷
（
皮
膚
病
）、
風
邪
、
頭
痛
、

頭
痛
、
下
痢
、
結
膜
炎
、
等
々
で
す
。

　

日
本
か
ら
多
田
先
生
が
き
ま
し

た
。
多
田
先
生
は
講
堂
で
年
長
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
た
ち
に
「
折
り
鶴
」
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
シ
ュ
ウ
ェ
タ

先
生
、
ル
パ
先
生
、
ニ
ー
リ
マ
先
生
、

グ
リ
ヤ
先
生
、
プ
リ
テ
ィ
ー
先
生
ら

も
参
加
し
ま
し
た
。
一
折
り
ご
と
に

形
が
変
わ
っ
て
い
く
の
で
、
子
ど
も

た
ち
は
覚
え
よ
う
と
興
味
津
々
で

す
。
と
て
も
楽
し
い
授
業
で
し
た
。

◆
「
８
月
の
ま
と
め
」
か
ら

●

ひ
ど
い
暑
さ
で
し
た
。
雨
も
ス

コ
ー
ル
の
よ
う
に
降
っ
て
は
止
み
、

そ
の
あ
と
の
蒸
し
暑
さ
は
過
ご
し
に

く
い
で
す
。
肌
を
刺
す
よ
う
な
暑
さ

に
、
体
調
不
良
を
訴
え
る
子
ど
も
た

ち
も
い
ま
し
た
。
下
痢
、吹
き
出
物
、

耳
の
病
気
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
歌

の
先
生
ビ
ジ
ャ
イ
・
ク
マ
ー
ル
先
生

も
体
調
を
崩
し
、長
く
休
み
ま
し
た
。

●

今
年
か
ら
年
少
ク
ラ
ス
に
、
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
並
べ
て
声
に

出
し
て
読
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
入
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
興
味
を

持
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
子
ど

も
た
ち
に
合
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
り
、
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
の
は
、
子

ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
大

切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●

多
田
先
生
は
、
日
本
か
ら
運
動
会

の
商
品
と
し
て
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
紙
芝

居
用
の
紙
や
虫
刺
さ
れ
な
ど
の
薬
を

持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
８
月
10

日
か
ら
15
日
ま
で
の
間
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

折
り
紙
を
教
え
て
く
れ
た
り
し
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
多
田
先
生
は
、
日
本
で
「
千
羽
鶴

を
折
る
意
味
」
や
「
平
和
＝
お
友
だ

ち
と
毎
日
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
こ
と
、
勉
強
が
で
き
る
こ
と
」
な

ど
を
子
ど
も
た
ち
に
話
を
し
て
か

ら
「
折
り
鶴
」
折
っ
て
見
せ
た
そ
う

で
す
。
１
つ
折
る
の
に
30
分
近
く
か

か
っ
た
子
ど
も
も
い
た
そ
う
で
す

が
、「
先
生
、
で
き
た
よ
！
見
て
、

見
て
！
」
と
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ

の
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

多
田
先
生
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

 

■
夏
休
み
開
始
時
期
の
延
期
に

　

つ
い
て

 

■
「
折
り
鶴
」
の
時
間

　
　
　
　
　
　
　

（
８
月
11
日
）
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（
敬
称
略
）

　
　

   　

光

徳

幼

稚

園

  

園　
　

長　
　
　
　
　

    

椋
田　

敏
史

 

〒
601
・
8464　

京
都
市
南
区
唐
橋
高
田
町
59

　
　
　
　
　

 

電
話
０
７
５
・
６
９
１
・
６
５
０
３

             

社
福
・
多
善
会 

北
港
学
園
保
育
所

  

日
仏
保
参
務　
　
　

    

神
谷　

周
道

  

園　
　
　

長 

 

〒
554
・
0051　

大
阪
市
此
花
区
酉
島
３
―
26
―
11

      　
　

 　

   

電
話
０
６
・
６
４
６
１
・
７
８
４
８

　
　
　

    

だ
ん
王
保
育
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　

   

信
ケ
原
千
惠
子

 

〒
607
・
8387 

京
都
市
左
京
区
川
端
通
三
条
上
ル
法
林
寺

　

門
前
町
３
６　

電
話
０
７
５
・
７
６
１
・
２
２
１
１

                  

永
安
寺
学
園
幼
稚
園

 

日
仏
保
監
事　
　
　

     

金
子　

聡
秀

 

園　
　
　

長 

 

〒
157
・
0077   

東
京
都
世
田
谷
区
鎌
田
３
―
23
―
19

　
　
　
　
　

電
話
０
３
・
３
７
０
９
・
０
４
０
０　
　
　

　
　
　

    

だ
ん
王
夜
間
保
育
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　

   

信
ケ
原
雅
文

 

〒
607
・
8387 

京
都
市
左
京
区
川
端
通
三
条
上
ル
法
林
寺

　

門
前
町
３
６　

電
話
０
７
５
・
７
６
１
・
２
２
１
１

　

大
巌
寺
文
化
苑 

慈
光
保
育
園
・
大
巌
寺
幼
稚
園

  

苑　
　

主　
　
　
　
　

  

長
谷
川
匡
俊

 

〒
260
・
0812　

千
葉
市
中
央
区
大
巌
寺
町
４
５
７
―
５

　
　
　
　
　

 

電
話
０
４
３
・
２
６
３
・
７
９
６
５

                  

る
ん
び
に
ー
保
育
園

  

日 

仏 

保 

理 

事　

     

小
川　

良
絋

  

園
理
事
長
・
園
長 

 

〒
522
・
0083　

滋
賀
県
彦
根
市
河
原
１
―
１
―
４

    　
　

 　

   

電
話
０
７
４
９
・
２
６
・
１
２
３
０

                  

聖

愛

保

育

園

  

園 

理 

事 

長         　

山
本　

文
雄

  

高
野
山
真
言
宗
保
育
連
盟
理
事
長 

 

〒
807
・
1103
北
九
州
市
八
幡
西
区
香
月
西
２
―
４
―
35

　
　
　
　
　

電
話
０
９
３
・
６
１
７
・
０
２
０
９

　
　
　
　

学
・
誓
光
学
園  

み
の
り
幼
稚
園

  

園
理
事
長　
　
　
　

    

細
馬　

道
雄

 

〒
737
・
0853　

広
島
県
呉
市
吉
浦
中
町
２
―
８
―
18

　
　
　
　
　

 

電
話
０
８
２
３
・
３
１
・
１
２
５
０

　
　
　
　
　

西
念
寺
保
育
園
・
山
科
幼
稚
園

  

園
理
事
長　
　
　
　
　

  

白
籏　

文
雄

 
〒
607
・
8086　

京
都
市
山
科
区
竹
鼻
四
丁
野
町
52

　
　
　
　
　

 

電
話
０
７
５
・
５
８
１
・
０
８
７
９

　
　

   　

 

東

岡

幼

稚

園
  

園　
　

長　
　
　
　
　

  

清
野　

英
俊

 

〒
983
・
0841　

仙
台
市
宮
城
野
区
原
町
２
―
１
―
66

　
　
　
　
　

 

電
話
０
２
２
・
２
９
３
・
４
９
３
０

　
　

    

学
・
徳
光
学
園  

剱
正
幼
稚
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　

  

祖
父
江
霊
完

 

〒
491
・
0859　

愛
知
県
一
宮
市
本
町
１
―
４
―
24

　
　
　
　
　

 

電
話
０
５
８
６
・
７
１
・
３
３
６
４

　
　

        

光

和

保

育

園

  

園　
　

長　
　
　
　
　

  

古
賀　

典
麿

 

〒
811
・
0202　

福
岡
市
東
区
和
白
３
―
20
―
12

　
　
　
　
　

 

電
話
０
９
２
・
６
０
８
・
２
７
７
１

　
　

     　

祐
天
寺
附
属
幼
稚
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　

  

安
藤　

輝
美

 

〒
153
・
0061　

東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
５
―
24
―
47

　
　
　
　
　

 

電
話
０
３
・
３
７
１
２
・
８
８
７
０

　
　

    　
　
　

光

徳

保

育

園

   

日
仏
保
運
営
審
議
委
員     

秋
山　

秀
阿

  

園 　
　

長

  

〒
132
・
0035   

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
６
―
53
―
７

　
　

             

電
話
０
３
・
３
６
１
８
・
０
５
１
１

　
　

     　

  

円

福

幼

稚

園

  

園　
　

長　
　
　
　
　

  

藤
本
悠
起
子

 

〒
388
・
8005　

長
野
市
篠
ノ
井
横
田
７
７
２

　
　
　
　
　

 

電
話
０
２
６
・
２
９
２
・
１
０
９
４

　
　

     　

  

む
ら
さ
き
幼
稚
園

  

園
理
事
長
・
園
長　
　

 

家
田　

光
信

 

〒
617
・
0814　

京
都
府
長
岡
京
市
今
里
５
―
12
―
９

　
　
　
　
　

 

電
話
０
７
５
・
９
５
３
・
０
５
０
５

　
　

     　

  

佛
教
大
学
附
属
幼
稚
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　

  

藤
堂　

俊
英

 

〒
616
・
8306   

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
広
沢
西
裏
町
36
―
１

　
　
　
　
　

 

電
話
０
７
５
・
８
７
２
・
５
３
２
７

　
　

     　

  

学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園
理
事
長

　
　
　
　
　
　

聖

徳

大

学

大

学

院

学

長

　
　
　
　
　
　

聖

　

徳

　

大

　

学

　

長

　
　
　
　
　
　

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
学
長

　

学　

園　

長　
　
　
　

     

川
並

　
弘
純

 

〒
２
７
１
・
８
５
５
５　

千
葉
県
松
戸
市
岩
瀬
５
５
０

　
　
　
　
　

  

電
話
０
４
７
・
３
６
５
・
１
１
１
１

　
　

 

学
・
西
光
寺
学
園  

ふ
く
む
ろ
幼
稚
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　

  

三
浦　

宗
格

 

〒
983
・
0005　

仙
台
市
宮
城
野
区
福
室
５
―
11
―
30

　
　
　
　
　

 
電
話
０
２
２
・
２
５
８
・
０
０
２
６

　
　
　
　
　

建
中
寺
幼
稚
園
・
葵
保
育
園

  

園
理
事
長
・
園
長　

    
村
上　

真
瑞

 

〒
461
・
0003　

名
古
屋
市
東
区
筒
井
１
―
７
―
52

　
　
　
　
　

 

電
話
０
５
２
・
９
３
５
・
２
１
７
２

　
　

 　
　

 

新
小
岩
幼
稚
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　

  

千
葉　

優
子

 

〒
132
・
0031　

東
京
都
江
戸
川
区
松
島
４
―
34
―
２

　
　
　
　
　

 

電
話
０
３
・
３
６
５
１
・
０
９
６
３
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■
新
年
早
々
、
国
会
で
も
審
議
が
始
ま
っ
た
。
与
党
に
は
、
幼
児
教
育
振

興
法
の
制
定
に
向
け
て
作
業
部
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。「
幼
児
教
育
振

興
法
（
仮
）」
は
幼
児
教
育
無
償
化
を
ひ
と
つ
の
柱
と
し
て
い
る
が
、
並

行
し
て
現
代
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
こ
ど
も
園
に
即
し
た
課
題
を
認
識
し
、

改
善
し
て
幼
児
教
育
全
体
の
質
向
上
に
向
け
て
様
々
な
取
り
組
み
が
示
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
て
ほ
し
い
■
そ
も
そ
も
「
法
」
は
「
真
実
」

で
あ
り
「
真
理
」
で
あ
る
。
幼
児
教
育
と
は
人
間
の
人
格
形
成
の
礎
で
あ

る
。
幼
児
教
育
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
通
じ
て
、
大
人
も
ま
た
本
来

の
人
間
性
（
あ
る
べ
き
真
実
）
に
気
付
か
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
法
案
作
成
の
合
同
チ
ー
ム
に
よ
る
概
要
に
は
色
々
な
新
し
い
言
葉

が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。「
ア
プ
ロ
ー
チ
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」「
評
価
シ

ス
テ
ム
」「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
（
研
究
拠
点
）」「
幼
児
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
な
ど
の
振
興
方
策
が
示
さ
れ
る
予
定
の
よ
う
で
あ
る
■
い
ず
れ

に
し
て
も
メ
ニ
ュ
ー
の
列
記
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
今
の
現
場
が
抱

え
る
課
題
を
入
口
と
し
た
改
善
策
、
振
興
策
を
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
け
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。　
　

（
五   

島
）

　

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。

　

ご
年
配
の
方
々
の
中
に
は
故
事
に
習
慣
い
、
元
日
に
「
福
茶
」
を
喫

し
て
、
一
年
の
邪
気
を
払
わ
れ
た
方
も
お
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
か

つ
て
は
、
元
日
に
汲
ん
だ
若
水
で
淹
れ
る
お
茶
は
縁
起
が
良
い
「
福

茶
」
と
し
て
飲
む
風
習
は
全
国
ど
こ
で
も
見
ら
れ
た
お
正
月
の
光
景
で

し
た
。
お
茶
の
中
に
昆
布
を
入
れ
て
「
よ
ろ
こ
ぶ
」、梅
を
入
れ
て
「
長

寿
」
を
願
っ
て
『
め
で
た
い
、
め
で
た
い
』
と
「
福
茶
」
喫
す
る
地
域

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

古
来
よ
り
「
お
茶
」
は
薬
と
し
て
重
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
山
口
や

島
根
辺
り
で
は
昆
布
と
梅
を
入
れ
た
福
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
大
根
と

吊
る
し
柿
を
食
べ
て
健
康
を
願
う
風
習
が
あ
る
よ
う
で
す
し
、
お
煎
茶

に
砂
糖
を
入
れ
て
祝
う
地
域
も
あ
る
よ
う
で
す
。
愛
知
で
は
茶
碗
で
は

な
く
桶
を
使
っ
た
「
桶
茶
」
や
、
茶
筅
で
泡
立
て
る
「
振
り
茶
」
で
飲

む
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
祝
い
方
も
様
々
で
す
。
古
く
か
ら
親
し
ま
れ

て
き
た
「
福
茶
」
は
、
歴
史
の
流
れ
と
共
に
人
々
の
幸
せ
を
願
う
伝
統

文
化
と
し
て
地
域
に
根
付
い
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

「
福
茶
」
を
節
分
に
飲
む
地
域
も
あ
り
ま
す
。
旧
暦
の
新
春
は
２
月

初
旬
（
今
年
は
２
月
８
日
が
旧
暦
の
元
旦
）
で
す
。
お
正
月
に
飲
ま
れ

な
か
っ
た
方
、
節
分
の
豆
ま
き
と
共
に
「
福
茶
」
を
い
た
だ
い
て
一
年

の
邪
気
を
払
い
、
幸
せ
を
招
い
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
？

〝 

福
茶 

〞
で

　
　
　

幸
せ
を
招
き
ま
し
ょ
う

事務局日誌

12
／
９　

「
仏
カ
リ
」
企
画
会
議

12
／
11　
「
仏
教
保
育
」「
仏
カ
リ
」
編
集
会
議

12
／
17　
「
ほ
と
け
の
子
」
編
集
会
議


